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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

当社は、2022 年 11 月７日開催の取締役会において、2022 年５月 10 日に公表した 2023 年３月期通期

（2022 年４月１日～2023 年３月 31 日）の連結業績予想を下記のとおり修正することとしましたので、お知ら

せいたします。 

 

記 

 

１．連結業績予想の修正 

（１）2023 年３月期 連結通期（2022 年４月１日 ～ 2023 年３月 31 日）業績予想 

 （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前 回 予 想 (Ａ) 385,000 70,000 69,000 48,000 385 円 21 銭 

今 回 予 想 (Ｂ) 342,000 42,000 48,000 33,500 268 円 84 銭 

増 減 額 (Ｂ－Ａ) △43,000 △28,000 △21,000 △14,500  

増 減 率  △11.2% △40.0% △30.4% △30.2%  

（ご参考） 

2022 年３月期 通期実績 
349,636 68,218 72,191 54,361 433 円 46 銭 

 

（２）修正の理由 

当第２四半期連結累計期間の実績及び今後の需要予測等に基づき、通期業績予想を修正いたしま

す。 

第３四半期連結会計期間以降につきましては、各国で金融引締めが進む中で世界経済の減速が懸

念されております。また、パソコンやスマートフォン、データセンターなどを中心とした生産台数の減少や

在庫調整などにより、電子部品の需要環境は期初の想定より悪化することが見込まれます。 

なお、ロシア・ウクライナ両国において、当社グループの拠点、重要な顧客やサプライヤーはありませ

ん。両国向けの売上高は僅少であり、業績に与える直接的な影響は軽微であると想定しております。ま

た、新型コロナウイルス感染症の影響につきましては、第１四半期連結累計期間に発生した一部地域に

おける大規模なロックダウンの影響がありましたが、第３四半期連結会計期間以降は特段の影響が発生

しない前提としています。 
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第３四半期連結会計期間以降の期中平均為替レートの前提は、１米ドル 143 円です。 

 

＜業績予想に関する注意事項＞ 

この資料に記載されている業績予想数値は、現時点で得られた情報に基づいて算定していますが、多

分に不確定な要素を含んでおります。従って、実際の業績は、さまざまな要因の変化等により、この資料に

記載されている予想とは大きく異なる場合があることをご承知おきください。 

 

以上 


